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研究実施体制

「微細藻類由来バイオジェット燃料生産の産業化と
CO₂利用効率の向上に資する研究拠点及び基盤技術の整備・開発」

「CO2の高効率利用が可能な藻類バイオマス生産と利用技術の開発」日本製鉄

IMAT

IMAT・日本製鉄それぞれのNEDOプロジェクトの知見を持ち寄り、
カーボンリサイクル実証研究拠点において新たな体制で研究を実施中。

2022～2024年度

2020～2024年度

共同実施先の過去NEDOプロジェクト
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過去プロジェクトの成果
カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／

CO2有効利用拠点における技術開発／
CO2 の高効率利用が可能な藻類バイオマス生産と利用技術の開発

実施期間：2022～2024年度
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本プロジェクトの進捗
カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発/

CO2有効利用拠点における技術開発/
研究拠点におけるCO2有効利用技術開発・実証事業/

カーボンリサイクルに資する微細藻類の担持体培養技術とバイオマスの製品化の研究開発
実施期間：2025年度～



公開資料：（日本製鉄株式会社 技術開発本部 吉村航作成）2026年7月21日 NEDO成果報告会資料

15

© 2026 NIPPON STEEL CORPORATION All Rights Reserved.

研究開発項目と小課題

研究開発項目１：産業利用に向けたバイオマス生産システムの最小ロットでの検証

研究開発項目２：有価物の検証／微細藻類由来の化成品合成

研究開発項目３：カーボンニュートラルを目指したLCA算出および産業利用での実証シミュレーション

１．担持体培養における基材開発
２．屋内外の培養システムの設計・構築
３．屋外環境を模倣した屋内培養システムでの検証 （屋内培養試験）
４．産業利用を見据えた屋外培養システムでの検証 （屋外培養試験）

１．生産バイオマス（微細藻類）からの高分子材料の合成
２．微細藻類由来の高分子材料を用いた化成品製造

１．屋外培養設備におけるLCA算出および社会実装課題の導出

各研究開発項目の内容と現在出ている成果についての一部を紹介する

バイオマス生産技術

バイオマス利用技術

LCA・経済性評価
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研究開発項目1-1担持体培養における基材開発

表材、裏材ともにガラス繊維ろ紙、PVAスポンジの代替となりうる素材を選定し、表面積当たり8 g/m2/d
のバイオマス生産性を確認。分析結果を基に、基材の開発を進める。

【2025年度目標】
1. ラボスケールでの培養において既存の担持体基材と同等以上のバイオマス生産性（表面積当
たり8 g/m2/d）を達成可能な基材を市販材料から選定する。
2. 既存の担持基材での実験から、独自に開発する担持体基材の開発方針を決定する。
【2026年度目標】
3. 前年度に選定した既存の担持体基材を屋内培養装置に搭載し、既存の担持体基材と同等以上
のバイオマス生産性（表面積当たり8 g/m2/d ）を達成する。
4. 前年度に決定した要求仕様にて担持シートを試作し、小規模培養試験によりバイオマス生産
性（表面積当たり8 g/m2/d ）を達成する。

●2025年度進捗

表材の

比較培養試験

裏材の

比較培養試験

種々の不織布を
中心に検討

保水性のある
シート状の素材を検討
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研究開発項目２有価物の検証／微細藻類由来の化成品合成 目標

炭化水素(ボツリオコッセン)から複数の過程を経ることで、PET樹脂原料を得ることができる。

研究開発項目2-1：生産バイオマス（微細藻類）からの高分子材料の合成
【2025年度目標】

乾燥重量にて50 kg以上のボツリオコッカス由来バイオマスを収穫し、PET樹脂を製造するため
の最適なプロセスフローを設計する。
【2026年度目標】
乾燥重量にて総計100 kg以上のボツリオコッカス由来バイオマスを収穫し、研究開発項目②-2に
て実施される化成品合成のためのPET樹脂を1 kg以上確保する。

研究開発項目2-2：微細藻類由来の高分子材料を用いた化成品製造
【2025年度目標】
1. 高分子材料加工の観点から化成品への要件定義を行う。要件定義では、化学的指標、工業的指

標の両観点から検証する。また、要件定義を踏まえた化成品製造に必要な試作準備を行う
【2026年度目標】
2. 「研究開発項目②-1」で合成されたPET樹脂の物性評価・分析を行い、適用可能な製品群お
よび加工方法を選定する。また、ラボスケールにてその妥当性を検証する。
3. 目標2．の検証においてラボスケールで作製した加工品の性能評価を行い、産業応用に適す
る性能の有無を確認する。その結果に応じて前工程へフィードバックを行い、必要性能を達成す
るための条件を決定する。
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ご清聴ありがとうございました。

大日本印刷株式会社株式会社ちとせ研究所 三島光産株式会社


